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バス内の乗客交通量を計数：　概要

バス内の乗客の動向を得るには、次の2つの点が重要になります。

　　①乗降人数

　　②停留所の正確な場所

乗客交通量を得るために、バスのドアの上にカウンティングセンサーを取り付けます。車内搭載のマイクロコンピュー
タで
分析し、センサーの信号をメモリーに保存します。このセンサーは現存のバス内のマイクロコンピューターに接続する
ことも
できます。

私どものＧＰＳ（全地球測位システム）アンテナは路線にある停留所でバスの位置情報を送ります。
この情報もバス内のマイクロコンピューターに蓄積されます。

バスが車庫に着くと、バス内のマイクロコンピューターに蓄積されていたデーターは赤外線モデム、拡散スペクトムモ
デム、802.11 LANまたは私どものDC-10 データコレクターを通してＰＣタイプのコンピューターに送られます。
この乗客数計数システムはRS-232, RS-485そしてJ-1708プロトコルを使用しているバスシステムとデーターを交換す
る
こともできます。

お客様のデーターは最終的に、私どものWebで動作可能なソフトウエアORACLETM  で処理され、お客様が必要なレポー
トを提供します。

乗客数計数システムの基本動作は人の介入なく行えます。

商品･システムに関して、詳しくは当社までお問い合わせ下さい。

人数計数がＩＮＦＯＤＥＶのビジネスです

Infodevのビジネスの中心は、電子的に人数を計数することです。
乗り物内（バス、地下鉄、鉄道）、駅、バス停留所、空港、ショッピングセ
ンター、
小売店、カジノ、美術館・博物館、どこでも人数を計数します。

私どもは設置が簡単で正確な自動人数計数システムを開発・製造していま
す。
卓越したカスタマー サービス・アフターサービスと共に提供いたします。
私どもの最先端のテクノロジーは産業界の標準を定めます。

私どもは世界中、何百もの場所に何千ものセンサーとロガー（データ自動記
録器）の設置経験があります。私どもの経験と範囲の経済性がシステムを
よりシンプルでより費用効果の高いものにします。

私どもは交通機関業界向けに広範囲にわたるＩＴＳ製品を提供しています。

　　　　自動乗客数計数システム (ＡＰＣ）

　　　　公共交通信号優先通行システム

　　　　自動車両位置確認システム（ＡＶＬシステム）

　　　　メンテナンスのためのデータ収集

これらのシステムは現在、実施されています。正確さは利用されているお客様
によって保証されています。
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INFODEVの最新ニュース

高度な拡散スペクトモデム
私どもの拡散スペクトモデムはバーチャルワイヤーのように作用させたり、
クライアント／サーバー・アーキテクチャー内に統合することができます。

公共交通信号優先通行システム
この革新的なシステムはお客様の特殊ニーズにお応えします。
INFODEVは、市場で最もシンプルで費用効果の高いシステムを提供します。

MP3を用いた車内アナウンス
スタンダードテクノロジーＭＰ3を使ったローコストで小型の車内案内アナウン
ス。

無線データ伝送
セルラーモデムを用いたテクノロジーまたは INFODEVの VHF/UHF無線モデムを使っ
て、効率良くデータを送受信することができます。

顧客への技術サービス
私どもの熟練したスタッフがお客様の希望するＩＴＳプロジェクトをお手伝いしま
す。

お気軽にお問い合わせください。
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